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生産現場の情報に基づく宮崎牛の育種に関する研究
第4報 平均世代間隔
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BeefCattleBreedingBasedonFieldInformationin
MiyazakiPrefectureIV.Averagegenerationinterval

RiichiFUKUHARA,KazuyukiMoRIYA,KatsuyaKAMIMORI
andHirosbiHARADA

(昭和61年8月4日受理)

緒 論

世代間隔は,選抜反応 (遺伝的改良量)とともに,選抜による形質の改良速度の大きさを決定する

ものである1)｡平均世代間隔は,普通子の出生時における親の平均年齢として定義されるが,選抜に

よって遺伝的改良が親から子に伝えられる径路は,父から息子,父から娘,母から息子,母から娘の

4径路があり2~4),各径路での平均世代間隔は種畜の選抜方法などにより若干の差異が生じることが

予想される.飼育規模の小さい農家経営を基盤とするわが国の和牛の改良においては,形質の遺伝的

改良量と同様に,世代間隔という概念も未だほとんど注目されることはなく,これに関する情報や知

見も極めて少ないのが実情である.

そこで,本研究の目的は,宮崎牛の育種を推進するに当って欠 くことのできない情報の一つとし

て,宮崎牛 (黒毛和種)における平均世代間隔の実態を把捉し,併せて育種推進上の問題点を摘出し

ようとするものである.

材 料 お よ び 方 法

まず,宮崎牛の平均世代間隔を求めるために,昭和59年度に宮崎県下の八つの家畜市場の子牛競り

市に出荷された黒毛和種子牛70,016頭について,その生時における父牛と母牛の年齢を計算した.

次に,種牛生産における親から子-の4本の遺伝子伝達径路ごとの平均世代間隔を求めるために,

昭和60年度の宮崎県供用種牡牛名簿5)に記載されている118頭の黒毛和種種雄牛の生時における父牛

と母牛の年齢, および昭和60年度の宮崎県集団育種事業基礎雌牛1,400頑の生時における父牛と母牛

の年齢をそれぞれ計算 した.

平均世代間隔の計算は,いずれも全県と地域ごとに行い,径路間の平均値の差の検定を行った6'｡

結 果 お よ び 考 察

1. 宮崎牛の平均世代間隔

競り市出荷子牛の生時における両親の年齢から求めた世代間隔は第1表に示すとおりである.

*家畜育種学研究室
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第 1表 宮 崎 牛 の 平 均 世 代 間 隔

域 調 査 頭 数

3,201

4,282

25,329

15,894

2,326

7,090

7,278

5,229

世 代 間 隔a)

父牛 一 子牛 【母牛 一 子牛 】平 均

7.2**±3.0年

7.3**±1.8

7.0**±3.1

8.6**±2.3

7.1**±2.6

7.8**±2.7

7.0**士1.9

7.9**±1.9

5.7±3.3年

6.5±3.7

7.2±3,6

7.2±3.8

6.0±3.5

6.7±3.6

6.9±3.5

6.9±3.5

6,4±3.1年

6.9±2.9

7.1±3.4

7.9±3.2

6.6±3.1

7.3±3.2

6.6±2.9

7.4±2.8

全 県 】 70,016 7.5**±2.7 6.9±2.0 L 7.2±2.4

a)平均±標準偏差
**父牛-子牛の径路での平均世代間隔と母牛一子年の径路での平均世代間隔の問に1%水準で有意差があるこ
とを示す｡

すなわち,父牛から子牛の径路での平均世代間隔は7.5±2.7年で,母牛から子牛の径路での平均

世代間隔6.9±2.2年より有意に長かった (P<0.01).また,両者をまとめて求めた平均世代間隔は

7.2±2.4年であった. 肉牛の平均世代間隔 については,スウェーデンの Johansson (1968)2)が,

SwedishPolled種の父牛から子牛の径路で4.3年,母牛から子牛の径路で6.9年であり,両者をこみ

にした平均世代間隔は5.6年であることを報告している. また,アメリカの Koch (1974)7)のHere-

ford種による育種試験の成績では,父牛から子牛の径路で4.1年,母牛から子牛の径路で5.1年,両者

をこみにした平均世代間隔は4.6年であった.このように,宮崎牢における父牛から子牛の径路での

平均世代間隔は母牛から子牛の径路での平均世代間隔より長いのに反して,欧米の肉牛品種では逆に

父年から子年の径路での平均世代間隔が母牛から子牛の径路での平均世代間隔より短い傾向がみられ

た.また,両者をこみにした平均世代間隔は,宮崎牛では欧米の肉牛に比較して顕著に長いのが特徴

的であった.

同じ肉牛でありながら,その平均世代間隔に彼我の差がみられるのは,品種差よりも,わが国と欧

米における肉牛育種や肉牛飼育に対する基本的な考え方の差異に基づくものと考えられる.宮崎牛

(黒毛和種) の平均世代間隔が 欧米のそれより長い理由としてほ,父牛である種雄牛の本格的供用の

開始月齢が,産肉形質に関する後代検定 (一般には産肉能力検定間接法または間接検定と呼ばれる)

との関連で遅くなったり,あるいは特別に産子成績の良い種雄牛や基礎雌牛が10数年の長期間に亘っ

て供用されたりする場合があることが挙げられる.ちなみに,最近10年間に宮崎県において供用され

た136亘巧の種雄牛の平均供用開始月齢は21.9±3.9か月であり,廃用された77頭の種雄牛の平均供用期

間は62.8±39.3か月である8).宮崎牛で,父牛から子牛の径路での伊代間隔が,母牛から子牛の径路

での世代間隔より長いのも,恐らく同じような理由によるものと思われるが,黒毛和種における凍結

精液の高度利用もこれに拍事をかけていると考える.しかし,根本的に,欧米において平均世代間隔

を短くし,特に父牛から子牛の径路での世代間隔を短くしているのほ,供用種雄牛の多くが,能力検

定 (和牛では直接検定がこれに相当する)によって選抜される当才牛であって,能力検定に続いて行

われる後代検定を受ける種雄牛は一部に過ぎないことによる.さらに,アメリカなどでは,肉牛の交

配はまき年による自然交配が一般的であり,このことが種雄牛の更新を早め,ひいては父牛から子牛

の径路での世代間隔を母牛から子牛の径路での世代間隔より短くする原因となっていると思われる.
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-リノ-,母牛から子牛の径路での世代間隔が,欧米のそれより長いのは,飼育規模の比較的小さい宮

崎牛の経営基盤によるところが大きく, 1-2才牛の占める割合から推測される割 LJT5年 (雌牛)の平

均東新率13.3%9)という値とほぼ符号するものである｡また,全国和牛登録協会が15産以上の雌牛を

優良多産隼として表彰している事実にも表わされるように,和牛では麗子成績の良い雌牛は,できる

限り永い期間に亘って基礎牛として保留しようとする傾向のあることち,母牛から子年の径路での世

代間隔を長くしているものと思われる.

親から子への世代間隔は,同じ宮崎隼でありながら,表に示されるように,地域によって可成りの

変異が認められた.例えば,こみにした平均世代間隔では最大の西諸県郡市 (7.9年) は最小の宮崎

郡市 (6.4年)の約1.2倍長いが,このことは或る形質について両地域で同じ選抜反応がえられたとし

ても,その形質の改良速度は後者が約1.24倍速いことを意味している.また,父年から子年の径路と

母牛から子牛の径路とを比較してみると,前者が後者より約1.5年も長い宮崎郡市のような地域もあ

るし,北諸県郡市のように母牛から子牛の径路による世代間隔が,父牛から子牛の径路による世代間

隔より長い傾向を示す地域もある.このような平均世代間隔にみられる地域差は,当該地域の和牛改

良史や改良目標などの相違に基づいて生じるものであろうが,当初予想されたよりも差は小さいもの

であった.

2. 種牛生産における遺伝子伝達径路ごとの平均世代間隔

次に,種牛である種雄牛と育種基礎雌牛の生産に焦点を当て,想定される4本の遺伝子伝達径路ご

とに平均世代間隔を求めた結果は第2表に示すとおりである.

第 2表 種雄牛生産における遺伝子伝達径路ごとの平均世代間隔

種雄牛生産における世代間隔a) 【 基礎雌牛生産における世代間隔a)

至一 空し ｣_ー【118 7･7禦 ⊥ 望 ≡3･1 巨 400 6･8**±2･7 r 5･7±3･2
a)平均±標準偏差

*父牛一息牛の径路での平均世代間隔と母牛-･息牛の径路での平均世代間隔の問に5%水準で有意差があるこ
とを示す｡

**父牛-娘牛の径路での平均世代間隔と母牛一娘牛の径路での平均世代間隔の問に1%水準で有意差があるこ
とを示す｡

すなわち,全県的にみれば,種雄牛生産における父牛から息牛の径路での平均世代間隔は7.7±3.9
年,母牛から息隼の径路での平均世代間隔は7.2±3.5年であり,両者の問には,統計的に有意な差は

認められなかった.種雄牛を基に算出した平均世代間隔については,向井 (1985)10) が黒毛和種種雄

牛を用いて計算し,父牛から当該種雄牛への径路で7.7±4.1年 (基本登録牛1,250頑)･あるいは7.9
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±3.9年 (本原登録牛1,0469171),母牛から種雄牛-の径路で7.1±3.9年 (基本登録隼),あるいは7.2

±3.6年 (木原登録牛) であったと報告しており,剖 hL'牛についての木成紙とほぼ一致している.し

かし,H本短獅 屯では父牛から息牛の径路および母牛から息牛の径路での平均世代間隔は,それぞれ

6.9年および5.3年と報告され (水間,1978)12',黒毛和種より短い傾向を示している.また,欧米では

Lasley(1976)ll)は肉牛の標準値としてそれぞれ3.0-4.0年および4.5-6.0年という値を提示してお

り,乳牛については Pirchner (1969)2)がBritishFriesian種でそれぞれ4.1年および5.5年という

値を報/Lltしている.このように,種雄牛を基にして算出した場合にも,黒毛和種である宮ll馴 二の世代
間隔が,欧米の肉牛や乳牛の世代間隔に比較して特異的に長い.その至勘Llについては,前節で一般牛

の競り市郎THj-｣二年を蓑にして算出した場合の考察で触れたとおりと考えられる.

なお,父牛から種雄牛の径路での世代間隔の最大は23.0年,最小は2.6年であり,母牛から種雄牛

の径路では,最大16.5年,最小2.0年であった.父牛から種雄牛の径路での世代間隔の最大が23年と

いうのは,父牛が或る著名な種雄牛であって廃用10数年経過してから,その保存凍結精液によって生

産された種雄牛について算出されたものである.凍結精液の利用が普及すれば当然このような事例は

発生してくるであろうし,将来,凍結受精卵の移植が実用化されれば,母牛から息牛である種雄牛へ

の径路での世代R珊沌 長期化が予想される.しかし,現実ru]題として,20年前の種牛と現在の種牛と

の問には,その体型や一部の能力に一目瞭然の差が認められることは,これまでの和牛史を振り返れ

ば明らかな事実であり,平均世代間隔の長期化に伴い改良速度が遅延するという議論以前の問題とし

て処理すべきであろう.

父牛から息牛 (種雄牛) の径路での平均世代間隔を地域別にみると,最大の北諸県郡市 (9.0年)

と最小の東臼杵郡市 (6.8年)の問には2.2年と大きな差がみられたが,母牛から息隼 (種雄牛)の径

路では,最大の東諸県郡 (8.4年)と最小の宮崎郡市 (6.5年)との差は1.9年にとどまった.また,

両径路の:lli均1iHt間隔の差は,北諸原都市のみ5%水準で有意であった.北諸,L7,<郡市でのみ有意な差

が認められたのは,平均値の差そのものが大きいことにもよるが,当地域で供用される種雄牛の数も

格段に多いことにもよると思われる.

一方,種雄牛造成用として特に選ばれた集団育種事業基礎雌牛1,400頭を基にして算出した平均

世代R郡副ま,父牛から娘年 (韮礎雌牛) の径路で,6.8±2.7年,母牛から娘牛 (基礎雌牛)の径路

で5.7±3.2年であり,前者が1%水準で有意に長かった. これらの数値は,Pirchner(1969)2)が
BritishFriesians種で示した数値の3.8年および5.1年より,いずれも大きいものであった.種雄牛

を基にして狩出された平均付代間隔と比較すると,父年からの径路では0.9年,母牛からの径路で1.5

年短くなっている.

地域ごとの基礎雌牛生産における平均i町に間隔をみると父牛から娘牛 (基礎雌牛)の径路では,良

大の北諸相附す(7.8年)と最小の東臼杵郡市 (5.7年)の問に2.1年の差が認められた. また,母牛

から娘隼 (基礎雌牛)の径路では,最大の東諸県郡 (6.9年)を除き,他の7地域はすべて5.1-5.9

年という比較的若い年齢で,しかも狭い範囲にあった.

以上,宮崎年の平均世代間隔の実情が明らかにされたが,これらの結果は,宮崎牛の改良速度が,

1肌用F摘.毒の適度な短縮化によって可成り改許される可能性を示唆するものであった.そして,それは

基礎雌牛生産のための径路での世代間隔の短縮化よりも,種雄牛生産に直接係わりをもつ径路での短

縮化がより効果的であると考えられた.
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要 約

宮崎隼か F均1射 し間隔の実情を明らかにするために,昭和59年度に宮崎県内の家畜市場の子牛競り
市に鋸 ほ れた黒毛和種千年70,016主虹 昭和60年度宮山,'膜 供用種牡牛名簿に記載されている黒毛和種

種雄牛118頭,およびr田 口60年度宮崎県集団育種事業基礎雌牛 (黒毛和種)1,400頂の生時における父
牛と母牛の年齢をそれぞれ計算 した.得 られた主な結果は次のとおりである.

(1)競り市甘柿 四 二の比時における両親o)年齢から求めた平均世代間 隔は,父隼から子-/I:･の径路で

7.5年,母牛から子牛の径路で6.9年で,前者が有意に長かった.また,両者をこみにして求めた平均

1回tlTrn'融ま7.2年であった.これらの数値は欧米の肉牛について示されている数値より大きかった.

(2) 種雄牛生産における父隼から息牛, 母牛から息牛の各径路での平均世代間隔は,それぞれ7.7

年 と7.2年であり,両者の｢Trmこは有意差はなかった.

(3)種雄牛造成用の基礎此四二を基にして求めた平均世代間隔は, 父牛から娘牛の径路で6.8年,母

年から娘牛の径路で5.7年であり,前者が有意に長かった.

(4) 平1才1肘 t間隔は,地域によりその肉牛の改良史や改良目標の相違によってかなりの相違がみら

れた.

(5)宮摘隼の改良速既は,その平均世代間隔を適度に短縮することにより,改善される可能性のあ

ることが示唆された.そして,それは種雄牛生産に係わる径路の短縮化が効果的であるように思われ

た.

本稿を終るにあたり,畏jTr二な質料を心よく御提供いただいた宮崎県畜産課,営ot.iFI-肉用千才日dB格安
定基金協会ならびに全国和牛登録協会宮崎県文部の各位に対 し深甚の謝意を表する次第である.
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Summary

AveragegenerationintervalsfortheJapaneseBlackcattleinMiyazakiwerecalculated.

Generation intervalbased on actualageofparentsforthe70,016marketcalveswas7.2
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years.Sireagewas7.5yearsanddamagewas6.9years.Thedifferencewashighlyslg-

nificant.Sireagefor118bullslistedonthebullsummaryin1985was7.7yearsandtheir

dam'sagewas7.2years.The1,400cowsselectedtoproducesire-bullshadsiresaverag-

1ng6.8yearsanddams5.7yearsofage.Itseemstobeeffectiveforincreaslngtherate

ofimprovementinMiyozakibeefcattletomakeanefforttoshortentheaveragegeneration

interval.


